
  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 北星学園大学 

設置者名 学校法人北星学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・授業計画書の作成過程 

 シラバスの執筆依頼時にシラバス作成の手引きを全教員に配付し、授業の目的および

概要、授業方法（形態）、到達目標、授業計画（回数と各回の内容）、成績評価方法・課

題に対するフィードバック、事前事後学習（必要な時間を含む）の記載を求めている。

シラバス作成後、シラバスの記載内容が適正かどうか、カリキュラム方針に基づき担当

教員以外の第三者がチェックし、シラバス点検委員会で最終確認を行う。修正等が必要

なシラバスは期限までに修正したうえで、ＷＥＢシラバスサイトに公開される。 

・授業計画書の作成・公表時期 

次年度のシラバス作成は、10月の教授会において、次年度の授業科目担当者の採用・選

考を行い、12月末にシラバスの作成を依頼している。作成期間は、翌年２月上旬までと

し、その後、シラバス点検委員会で最終確認を行い、修正が必要な場合は、３月下旬ま

でに修正を完了させるよう依頼し、新年度のオリエンテーション期間（履修登録）開始

時までに、学生が全科目のシラバスをＷＥＢシラバスサイトから閲覧できるようにして

いる。 

授業計画書の公表方法 https://www2.hokusei.ac.jp/syllabus/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

シラバスに到達目標と成績評価の方法・基準（試験・レポート・課題提出等やその割

合）を明示し、その内容のとおり、各授業科目の学修成果の評価を行っている。 

成績評価については、授業の形態及び展開を勘案し、適切な方法により学修成果を評

価し、学則及び履修ガイドに明示してある基準（Ａ＋：到達目標を十分に達成し、極め

て優秀な成果を修めている。Ａ：到達目標を十分に達成し、優秀な成果を修めている。

Ｂ＋:到達目標を十分に達成している。Ｂ:到達目標に達している。Ｃ:不十分な点は認

められるものの、到達目標に達している。Ｄ:到達目標を最低限達している。Ｆ:到達目

標に達していない。）に基づき厳格かつ適正に単位を授与している。なお、本学ではＤ

以上の成績評価が与えられた場合に限り単位を授与している。 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価において、学生自らが所属する学科・学年の中で自分の成績状況がどのくら

いの位置にあるのか把握できるよう、客観的な指標であるＧＰＡを用いて表している。

ＧＰＡ制度に関する規程及び履修ガイドに明示してあるとおり、ＧＰはＡ＋：4.0、Ａ：

3.5、Ｂ＋：3.0、Ｂ：2.5、Ｃ：2.0、Ｄ：1.0、Ｆ：0.0と定め、ＧＰに該当科目の単位

数を乗じて合計し、総履修単位数で除してＧＰＡ（履修した科目１単位あたりの成績平

均点）を算出している。ＧＰＡは①学期ＧＰＡ（当該学期に履修し成績評価を受けた授

業科目全体のＧＰ合計を当該学期の履修総単位数で除して算出）、②年度ＧＰＡ（当該

年度に履修し成績評価を受けた授業科目全体のＧＰ合計を当該年度の履修総単位数で

除して算出）、③累積ＧＰＡ（入学時から現在の学期までに履修し成績評価を受けた授

業科目全体のＧＰ合計を入学時からの履修総単位数で除して算出）の３種類を算出し、

学生へ通知する。学生は「履修登録.Ｗｅｂ」にアクセスし、自分の成績評価、学科の

中での順位を確認することができる。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.hokusei.ac.jp/publicinfo/grading_

gpa/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定に関する方針として大学の教育理念に基づき、１．キリスト教による人格

教育を基礎として、自由・平等・平和の心を得て、知識と知恵を兼ね備えた豊かな『人

間性』を有するようになること。２．人々とともに生きる心を養い、主体性のある真の

教養を身につけ、広く社会に貢献することができる『社会性』を持ちつづけることがで

きるようになること。３．様々な国の人々と心を開いて交流し、異なる文化を理解する

国際的視野と判断力を身につけた『国際性』を発揮することができるようになること。

以上の３つを大学のディプロマ・ポリシーとして策定している。大学のディプロマ・ポ

リシーに基づきそれぞれの学部、学科単位でもディプロマ・ポリシーを策定し、学生が

身につけるべき資質・能力を明確化している。 

各学科の教育課程を修め、規定の期間以上在学し、厳格な成績評価に基づき所定の単位

を修得し、卒業要件を満たした者に対して卒業を認定し、学位を授与している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.hokusei.ac.jp/ideal/policy/ 

 

  


